2003/9/30

DELL PRECISION M60－Quadro FX Go 700 動作確認報告

１ 評価日
2003年9月25日～30日
２ 評価対象
nVIDIA社 Quadro FX Go 700のドライバ 6.14.10.4482
３ 評価部署
日本ユニシス・エクセリューションズ(株)

　メカニカルソリューション事業部　開発部


（評価作業担当：西本 浩）
４ H/W作業条件

	PC構成
	OS
	GA
	Driver
	設定
	解像度

	　 　 DELL    

    PRECISION

       M60/    

PentiumM

/1.7GHz

Mem1GB
	2000

(SP4)/

XP

(SP1a)
	　　NVIDIA
Quadro FX Go700/

128MB
	6.14.10.4482
	· 強化ＣＰＵ命令セットのサポートを無効にする

· 一体化バック／深層バッファを使用する

· 分割バッファステレオを有効にする

· オーバーレイを有効にする

· テクスチャメモリを最大化する

· OpenGL対応テキスチャクランプ動作を有効にする

· アンチエイリアスしたラインのガンマ補正を有効にする

　　　　　　（■:ON、□OFF）
	1920×1200

True Color


CADCEUSバージョン5Rに関して、解像度を1280×1024より大きく設定した場合、実行時に表示されるダイアログボックスに文字列が表示されない不具合があります。DELL PRECISION M60での推奨解像度は1920×1200です。

1280×1024の解像度に設定した場合

・画面がぼやける。

・画面の設定にて固定した縦横比のスケーリングを使用した場合、表示領域が狭くなる。

などの理由により、CADCEUSバージョン5Rの使用は推奨出来ません。

５ CADCEUS動作確認
　CADCEUSの表示関連のリリーステストとグラフィックボード評価テスト、およびOpenGL単体テストプログラムを実施。
　CADCEUS：V6.3［設定：2000：Buffer Copy/Front○　XP: Buffer Copy/Front○］
６ 問題点

	NO　
	項目　　　　　
	内容詳細　　　　　　　　　　　　
	重要度　

	(1)
	ラバーバンドが残る
	寸法作成時にラバーバンドが残る。
	小

	(2)　
	多図面を表示すると　

表示の不正
	複数ポート・複数ビューを表示してSHDをかけた場合、一部ポート・ビューで表示不正

（具体例）

· ２ポートに１６面図をそれぞれ作成後、TILTをせずにSHDをかけた場合、SHD表示不正

· ６ポートに３面図をそれぞれ作成後、TILTをせずにSHDをかけた場合、SHD・線分表示不正
	小

	(3)
	   要素が残る
	ダイアログの下に隠れている要素を表示OFF後、ダイアログを×ボタンで閉じると、表示OFFしたはずの要素が一瞬残って表示されました。再現性はありません。
	小

	(4)
	　一時図形が表示される
	マウスアイコンをポート枠境界線上に合わせた瞬間に、マウスアイコンの影がずれて表示されます。マウスのプロパティ／ポインタ／「ポインタの影を有効にする」チェックボタンを外す事で回避出来ます。

＊十字カーソル等が残る現象がありますが、CADCEUS側の問題です。
	小


【重要度】
大：操作上非常に問題。CAD操作に支障をきたす。
中：操作上の問題は小さいが放置できない。
小：動作の一部がおかしいが操作上は制限としてもよい。
７ 評価
CADCEUS V6は使用可です。

問題点(4)は、マウスのプロパティ／ポインタ／「ポインタの影を有効にする」チェックボタンを外す事で回避出来ます。
－以上－
























